第1章 情報技術に関する基礎知識

Ⅰハードウエア

１）コンピューターの５大装置

1 装置　②装置　③装置　④装置　⑤装置

記憶は⑥と⑦に分類・制御と演算をまとめて処理装置という。ＣＰＵとは

Central Processing Unit　中央演算処理装置。ＣＰＵは⑧に記憶されているデータのみアクセスできる。主記憶装置は電源を切ると記憶が消える⑨性。補助記憶は⑩性

【ＣＰＵ】

制御と演算をあわせたもの。処理能力を表す指標には⑪１秒間に実行できる命令を百万単位で表したものと⑫１秒間に実行できる浮動小数点演算の数をあらわしたもの等がある。

・処理は高速性が要求される。⑬周波数：ＣＰＵの基本リズムを早める、や作業を平行処理する⑭制御、複数のＣＰＵで主記憶と補助記憶を共有して並列処理を可能にした⑮や１つのＣＰＵに２つのＡ（中枢機能）を集積した⑯等がある。

【メモリ】

内部記憶：⑰・⑱および主記憶（メインメモリ）、超高速

外部記憶：ＨＤＤが代表、２次記憶装置、まあ高速

周辺記憶：光ディスク、磁気テープ、大容量、処理速度は落ちる

· メモリの階層　ピラミッド型　上に行くほど処理速度は速く、高価で、記憶容量小

1） レジスタ

2） キャッシュメモリ：ＳＲＡＭ

3） 主記憶装置：ＤＲＡＭ

4） ディスクキャッシュ；ＤＲＡＭ

5） 補助記憶装置：ハードディスク・ＣＤ－ＲＯＭ等

キャッシュメモリはレジスタと主記憶の速度差のクッション。

ＣＰＵは非常に高速なので主記憶では遅すぎる。そこで一回取り込んだデータはとりあえずキャッシュメモリに置いておき、次に使用する時にはキャッシュメモリから取り込む。

データがキャッシュメモリに存在する確率を⑲という

平均読み出し時間の計算は単純な加重平均。

①入力　②出力　③記憶　④演算　⑤制御　⑥主記憶　⑦補助記憶　⑧主記憶装置　⑨揮発性　⑩不揮発性　⑪ＭＩＰＳ(Million Instruction Per Second)　⑫ＦＬＯＰＳ(Floating 　point operations Per Second)　⑬クロック　⑭パイプライン　　⑮マルチプロセッサ　　Ａプロセッサコア⑯デュアルコアＣＰＵ　⑰レジスタ　⑱キャッシュメモリ　⑲ヒット率

【記憶素子】

メモリの分類

不揮発性：①　読み出しのみ

· ②　製造時に一度だけデータを書き込むと上書きできない。音楽ＣＤ

· ③　製造時には空。④を使って一度だけの記録が可能

· ⑤　データ消去が可能なＲＯＭ　データの消去に⑥を使用する。

· ⑦　⑧的に消去可能　百万回程度の書き換えが可能　例⑨

揮発性：Ｄ　読み書き可能

· ⑩　データの記憶は⑪を使用。記憶保持のための⑫が必要。

この規格にはＡ⇒Ｂ⇒Ｃがあり、順に高速となる。ＢはＣＰＵと同期化しＣはＢの倍速

· ⑬　記憶素子として⑭を使用。⑩に比べて高速

ＶＲＡＭはディスプレイ内容の保持メモリ解像度等はＶＲＡＭの⑮に左右される。

【高速化手法】

キャッシュメモリ：高いヒット率によりアクセス速度を高度化

⑯：⑰というアクセス先を複数設置し、⑱にアクセスさせることでバンクへのアクセスの競合を防止するもの。

【補助記憶装置】

ＤＶＤ－ＲＡＭは⑲記録用　ＤＶＤ－ＲＷは⑳記録用

【ハードディスク】

磁気ディスクである円盤の表面は同心円の２１と２１を分割した２２で構成。

複数枚のディスクで同２１の円筒形の空間を２３という。

ハードディスクへのアクセスは磁気ヘッドを動かす２４が位置を決める２５、ディスクが回転してアクセスしたいデータの位置まで動かす２６、およびデータ転送の順に実行。

ファイルの削除や追加を繰り返すとファイルは不連続な領域に記憶されファイルの断片化（英語２７）が発生する。シーク・サーチが頻繁になりアクセス速度が遅くなる。このため断片化の解消（英語２８）を行ってファイルを連続した領域に再配置する。

①ＲＯＭ　②マスクＲＯＭ　③ＰＲＯＭ(Programmable)　④ＲＯＭライター　⑤ＥＰＲＯＭ(Erasable) UV-EPROM　⑥紫外線　⑦ＥＥＰＲＯＭ　⑧電気　⑨フラッシュメモリ　Ｄ　ＲＡＭ　⑩ＤＲＡＭ　⑪電荷　⑫リフレッシュ（充電）　Ａ　ＤＲＡＭ　Ｂ　ＳＤＲＡＭ（Syncro）　Ｃ　ＤＤＲ(Double Data Rate)ＳＤＲＡＭ ⑬ＳＲＡＭ　⑭フリップフロップ　⑮容量　⑯メモリインターリーブ　⑰バンク　⑱並列　⑲データ　⑳映像　２１トラック　２２セクタ　２３シリンダ　２４アクチュエータ　２５シーク　２６サーチ

２７フラグメンテーション　２８でフラグメンテーション

【仮想記憶装置】

①を利用することで主記憶の容量を超える空間を作る。主記憶の容量を超えるデータは②である補助記憶装置に格納され、ひつように応じて主記憶（③）に読み込まれる。主記憶に空き領域がないときに仮想記憶にデータを追い出すことを④という。主記憶の容量が小さいと頻繁な④が発生し処理速度が遅くなる現象を⑤という。

【インタフェース：つなぎ目　コンセント　ＵＳＢ　ＴＶの外部入力の穴】

＜機械と機械をつなぐインタフェース＞

一車線道路のＡ伝送

· ⑥　ハブを介すると最大⑦台の周辺機器接続が可能

· ⑧　米国電子技術者協会によって規格化　⑨の標準　最大⑩台接続

· ⑪　⑫を用いた無線通信規格　障害物に弱い、１ｍ弱の通信可能距離

· ⑬　⑭ＧＨｚ帯の電波を使用する無線通信規格　情報携帯デジタル家電携帯十ｍ可能

電源を切らずに接続の抜き差しが出来る（再起動しなくてもつながる）機能を⑮、ＵＳＢ等を刺した瞬間に自動的に最適設定を行う機能を⑯という。ＵＳＢやＩＥＥＥは標準装備。

複線の高速道路の⑰伝送

⑱　米国規格協会（⑲）によって規格化、最大⑳台接続。ハードディスク等高速対応。

２１　主にプリンタ接続用。

ＳＣＳＩの接続形態は数珠繋ぎの２２、ＵＳＢはハブを利用する２３　２２の場合には数珠繋ぎの終わりを示す２４の装着が必要。

＜機械と人をつなぐインタフェース：ユーザインタフェース＞

２５：全ての操作をキーボード入力すなわち２６を使用するＤｏｓ型

２６：データ表示にグラフィク２７を多用し、大半の基本操作をマウスなどの２８を使って絵で入力するWindows型

①補助記憶装置　②仮想記憶　③実記憶　④スワッピング　⑤スラッシング　Ａシリアル　⑥ＵＳＢ　⑦１２７　⑧ＩＥＥＥ１３９４　⑨デジカメ　⑩６３　⑪ＩｒＤＡ　⑫赤外線　⑬Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　⑭２．４　⑮ホットプラグ　⑯プラグアンドプレイ　⑰パラレル　⑱ＳＣＳＩ（スカジー）⑲ＡＮＳＩ　⑳７　２１　セントロニクス　２２デイジーチェーン　２３カスケード/ハブ　２４ターミネータ　２５ＣＵＩ（Character based user interface）　２６文字　２７ＧＵＩ（Graphical User Interface）２８

ソフトウエア

□システムソフトウェア：①と②に大別

ＯＳ　コンピューターシステム全体を管理するソフト

· Windows　マイクロソフト　マルチユーザ・マルチタスク　ＯＳの③　ユーザインタフェースは④を採用

· ⑤　ＡＴ＆Ｔ　マルチユーザ・マルチタスク　ソースコード公開（⑥）

· ⑦　ＯＳの中核機能⑧がライセンスフリー

ＯＳの機能：タスク管理・ジョブ管理・入出力管理・記憶管理

人が見える仕事の単位を⑨、コンピュータ内部で分解された仕事の単位を⑩という

タスクが実行可能状態から実行状態へ移ることを⑪　実行状態から実行可能状態へ戻すことを⑫という。どのタスクをディスパッチするかについてはプライオリティをつける⑬方式　均等に割り当てる⑭方式がる。

入出力の管理は⑮を使う。これはプリンタかったら付いてくるＣＤ。動作させるソフト。

ＰＣの電源を入れたらＯＳよりも先に起動するのは⑯．ハードウェア適切に動かすためのソフトなので⑰と言われる。⑯はその代表。

入出力制御機能の高速化

⑱装置を仮想的な入出力装置とみなして、大容量の印刷データを一旦⑱に投げて全体を軽くする技術を⑲という。

· アプリケーションソフト：特定目的のために使う応用ソフト・適用業務プログラム

· プレゼンテーションソフト：ＰＰ

· グループウェア：Ｅ－ｍａｉｌ・スケジューラー・掲示板

· ⑳：画像・音声・文字を組合すマルチメディアコンテンツ作成ツール。ＨＰビルダ

· ２１：ＯＳやアプリケーションソフトの穴を埋めるソフト。ドライバーと５番アイアンの中間を埋めるようなもの。スクリーンセーバー、アーカイブ

□ファイル　最小データが２２、それを集合させると２３、それを集合させるとファイル。

マスターファイルは取引先マスタのように継続使用。逐次発生するデータを２４ファイルに記録し、マスタファイルに反映すれば２４はまたサラから使える。

文字情報のみからなるファイルを２５、０・１のようなビット列からなるファイルを２６という。異なるＯＳをまたいで伝達できるのは２７

①ＯＳ　②ミドルウェア　③デファクトスタンダード　④ＧＵＩ　⑤Ｕｎｉｘ　⑥オープンソース　⑦Ｌｉｎｕｘ　⑧カーネル　⑨ジョブ　⑩タスク　⑪ディスパッチ　⑫時間切れ　⑬優先度　⑭ラウンドロビン　⑮デバイスドライバ　⑯ＢＩＯＳ　⑰ファームウェア　⑱補助記憶　⑲スプーリング　⑳オーサリングツール　２１ユーティリティソフト　２２フィールド　２３レコード　２４トランザクションファイル　２５テキストファイル　　２６バイナリファイル　２７テキストファイル

データ形式

ファイル形式を区別するためにファイル名に付けられるものが①

静止画像データの代表は②　データの圧縮率を選択できるが圧縮は③的すなわち一旦圧縮すると戻らない（画像が劣化する）デジカメに使用。

動画データの代表は④　④１はＶＣＤ　④２はＤＶＤ　④４はネット通常④というと④１を示す。

音声データの代表は⑤　これは⑥から音声データのみ取り出したもの。

データをカンマ、やタブで区切って並べたファイル形式を⑦といい、単純なので異ソフト間でもデータ交換可能。⑧ファイルであり⑨ファイルである。

ＰＤＦは相手のＰＣの機種や環境に⑩

⑪形式は動画や音楽をダウンロード⑫再生できる。ダウンロードし終わるまで待たないので再生が早い。

⑬はＺＩＰ等の圧縮ソフト

□文字コード
ＡＳＣＩＩ：⑭が規格。⑮ビット

ＪＩＳコード：⑯ビット

⑰：⑱ビット世界中の全ての文字を網羅　⑲で規格

ＥＵＣ：⑳をもとに２１で日本語を使えるように拡張した文字コード

□２２ウェア：お試し期間あり、その後は有料のソフトウェア

· ２３ウェア：著者が金銭的な諸権利を放棄、但し２４は放棄していない。

２４も放棄したものを２５というが日本では２６が法的に放棄できないため本来の２４は存在しえない。

例えばソフト開発委託契約を行った場合、製作者の著作権が発生するが、作業完了時に著作権ごと譲渡することになる。但し人格権は法的に渡せない、となるとユーザがソフトの改定を行うたびに同一性保持権に基づいて委託先に許可を求めねばならなくなる。

これを避けるために委託先は人格権を行使しないことを契約に盛り込む。

①拡張子　②ＪＰＥＧ　拡張子.jpg　③非可逆　④ＭＰＥＧ　⑤ＭＰ３　⑥ＭＰＥＧ１

⑦ＣＶＳ　⑧テキスト　⑨可変長　⑩依存しない　⑪ストリーミング　⑫しながら　⑬アーカイブ　⑭ＡＮＳＩ　⑮７　⑯１６　⑰ＵＮＩＣＯＤＥ　⑱１６　⑲ＩＳＯ　⑳ＡＳＣＩＩ　２１ＵＮＩＸ　２２シェア　２３フリー　２４著作権　２５ＰＤＳ　２６著作者人格権（同一性保持権）

【データベース】

データベースの設計を考えるためのモデルとして３つ①②③モデル。

①モデルは④構造で親：子の関係は⑤：ｎ　

②モデルは⑥構造で親：子の関係は⑦：ｎ

③モデルが現在は中心の考え方で行と列の表形式　列：⑧　行：⑨という。

表から列だけ抽出することを⑩、行だけ抽出することを⑪という。

【ＤＢＭＳ】　・・・⑫の代表

データ管理をＤＢＭＳに任せることで生産性・性能・資源の利用効率の向上が図れる。

ＤＢＭＳの特徴は　データの⑫　データの⑬　⑭の排除　機密保護　データの⑮の維持がある。機能としては⑯機能　⑰機能　⑱機能　⑲機能などがある。

· データベース管理機能：データベースへのアクセス管理・⑳管理

⑳とはデータを操作する際の分けることのできない処理単位

　　⑳のＡＣＩＤ特性とは　２１・２２・２３・２４

· 同時実行制御機能

一つのデータベースを複数のユーザで利用するために２人を同時にアクセスさせない。

　　そのためにデータを２５する。ふたりでにらみ合い的に２５することを２６．

【正規化】データベースの２７と２８を削減すること。

非正規化とは２９　第１正規化とは３０　第２正規化とは３１を使って特定できる項目を別の表にすること。第３正規化とは３２　別の表で主キーになるものを３３という。

正規化は便利だけど、やりすぎると表の数が増加・３４効率が低下する。

①階層　②ネットワーク　③関係　④木　⑤１　⑥木　⑦ｎ　⑧アトリビュート　⑨タプル　⑩射影　⑪選択　⑫共有　⑬独立　⑭冗長性　⑮整合性　⑯データ管理　⑰同時実行制御（排他制御）⑱障害回復（リカバリ）　⑲セキュリティ　⑳トランザクション　２１Atomicity原子性、分けられない不可分（ＡＴＭでの入金処理、完全に処理されるか、最初から取り消すかのどちらかしかありえない）　２２Consistency一貫性　２３Isolation 独立性　トランザクションは他のトランザクションの影響をうけない　２４Durability永続性　実行結果が失われない　２５ロック　２６デッドロック　２７冗長性　２８矛盾　２９同一レコード中に繰返し項目がある。∴ソート等の処理できない　３０繰返し項目を分離して独立した行にすること。３１主キー　３２主キー以外の項目で特定できる項目を別の表にする。３３外部キー　３４アクセス

【データベース言語】

ＤＤＬとは① DMLとは②　ＳＥＬＥＣＴ文はＤＤＬ・ＤＭＬどっち？③

【セレクト文】

社員表

	社員コード
	社員名
	所属
	年齢

	００１
	　太郎
	営業部
	２０

	００２
	　美月
	吹奏楽部
	３０

	００３
	　なお子
	テニス部
	４０


セレクト文を作成

④社員表から社員名を抽出

⑤社員表から社員名と所属を抽出

⑥社員表からすべてを抽出

⑦社員表から所属が営業部のデータを全て抽出

⑧社員表から年齢が30以上でかつ所属が吹奏楽部のデータを抽出

⑨社員表から年齢が30以上40以下を抽出

⑩社員表から名前の一文字目が太で始まるデータを抽出

ＡとＢが異なるデータを表す比較演算子⑪

条件を満たさないデータを抽出する論理演算子⑫

列の値が空白のデータを抽出⑬

①データベース定義言語　definition ②データベース操作言語   manipulation　③DML　④Select 社員名 from 社員表　⑤Select 社員名，所属 from 社員表　⑥Select ＊ From 社員表　⑦Select ＊ From 社員表 Ｗhere　所属＝’営業部’　⑧Select ＊ From 社員表 Ｗhere　年齢＞＝30　ＡＮＤ　所属＝’吹奏楽部’　⑨Select ＊ From 社員表 Ｗhere　年齢　Between 30 AND 40　⑩Select ＊ From 社員表 Ｗhere社員名　LIKE ‘太%’ 

⑪< > ⑫　ＮＯＴ　⑬　列　IS  NULL　⑭

【データウエアハウス】

ＤＷＨではデータは１にどんどん蓄積。格納されたデータは２した過去のデータだ。

ＤＷＨはボリューム大なので各部署で使いたいデータを抽出して小分けでもっておくことを３という。　

ＤＷＨに格納する前に、一時的に基幹系システムのデータを蓄積するＤＢを４という

ＤＷＨの活用の代表例として

隠れた因果関係やパターンを発見する５や仮説検証型の６がある。　６は多次元ＤＢの切り口を変えてデータ集計を行う。きり方の方法として７・８・９

【バックアップ】

3通り全てこたえろ１０、復旧が一番早いのは１１、格納が一番早いのは１２

【ログ管理】

ログとは記録を意味し、データベースにおけるログファイルとはデータベースの１３を記録するファイルで１４ファイルともいう。データベース更新の前にログを先に更新データを書き込むことで障害時にも対応できる環境を整える原則を１５の規則という。

【障害発生時の回復手段】

ハードウエアの障害：ログファイルの更新１６情報を使って障害の直前まで復旧：１７

プログラムの異常終了：ログファイルの更新１８情報を使って処理中だったトランザクションをなかったものにする：１９

１時系列　2確定　３データマート　４オペレーショナルデータストア　５データマイニング　６ＯＬＡＰ　７ドリルダウン/アップ　８スライス　９ダイシング　１０フル・差分・増分　１１フル　１２増分　１３更新履歴　１４ジャーナル１５ログ先書き　16後

１７ロールフォワード　１８前　１９ロールバック

ネットワーク

【通信サービスの種類】

一般の銅線（電話線）を利用して高速データ通信を可能にした①は②デジタル。②とはダウンロードの伝送量は大きく、アップロードの伝送量を小さくできる形態に向く。

電話線はアナログなのでデジタルと変換する③の設置、および電話を使っている時にもデータ転送ができるように④を設置する。ＡＤＳＬは通信が混んで来ると遅くなる性質があるため、⑤型の通信サービス（ＡＤＳＬ・⑥）これに対して品質保証されているものを⑦型通信サービスといい、専用線や⑧が代表例。

⑧は⑨・⑩・データ通信を統合して扱う⑪通信網。⑪なのでモデムは不要。利用にあたっては⑫・⑬の設置が必要。⑫・⑬ときたら⑧

ＶＰＮ（英語⑭）は⑮をあたかも専用線のように利用する技術。⑮を使用するためセキュリティ確保が重要。

　　ＦＴＴＨ（英語⑯）⑰を各家庭に引き込む。家庭でも高速な通信を可能にする。

【通信速度計算】

bps：通信速度単位　英語⑱

B：データの量単位　１ＫＢ＝⑲Ｂ　ＰＣ上で作るデータは２進法に基づくため1000に近い２の十乗が使われる。一方通信速度の場合には通常の１０進法計算でＯＫ．

計算例１）128KBのデータを伝送速度64Kbpsの回線を使っておくるのに何秒かかるか

　　　　回線利用率は80%とする。　式⑳

計算例２）あるデータをインターネットからダウンロードした時にパソコン上に転送速度が７Ｋバイト/秒と表示されていた。インターネットの接続速度が６４Ｋビット/秒とするとこのときの通信回線の利用率はいくらか。式２１

①ＡＤＳＬ Asymmetric Digital Subscriber Line　②非対称　③モデム　④スプリッタ

⑤ベストエフォート　⑥ＣＡＴＶ　⑦ギャランティ　⑧ＩＳＤＮ　⑨電話　⑩ファックス

⑪デジタル　⑫ＤＳＵ Digital Service Unit ⑬ＴＡ Terminal adaptor　⑭ Virtual Private Network　⑮公衆網　⑯ Fiber To The Home　⑰光ファイバー　⑱bits per second ⑲1024　⑳　（128 x 1024 x 8）÷ (64 x 1000 x 0.8)＝20.48

２１） （7x8） ÷　６４　＝0.875

＜ＬＡＮ＞

LANのメリット3つ①

LANのつなぎ方を②という。LANの②3通り

③型　Ａを中心とする接続、Ａが壊れるとLAN全体が機能停止　

④型　全ての端末を環状に接続。1個の端末が壊れるとデータの送受信がＢ

⑤型　構成はシンプルだが、故障箇所がＣ　伝送路の終点にはＤが必要

＜接続のための線：接続媒体＞

⑥ケーブル：より対線　価格Ｅ　取り扱い楽

⑦ケーブル：強度

⑧：高速

＜ＬＡＮアクセス制御方式＞

ＬＡＮは複数の端末間をデータが行き交うため、交通整理が必要。

⑨方式：データの⑩を監視、⑩発生の場合には⑪を実行。シンプルだが⑩が多発するとパフォーマンスが低下する。

⑫方式：⑬と呼ばれる特定ビットパターンを通行許可証としてネットワーク内を巡回させる。なので、巡回できないような網の張りめぐり（スター型）には向かない。

＜代表的なＬＡＮ＞

【イーサネット】アクセス制御は⑭　伝送速度・最大伝送距離の違いによりいろいろなケーブル（接続媒体）があるが、制御は全て⑭。　

【⑮】アクセス制御は⑯

【⑰】⑮を改良し、接続媒体に⑱を使用する。

①データの共有・機器の共有・インターネットの共有　②トポロジ　③スター　④リング⑤バス　Ａハブ　Ｂできなくなる　Ｃ特定しにくい　Ｄターミネータ　⑥ツイストペア

Ｅ安い　⑦同軸　⑧光ファイバー　⑨ＣＳＭＡ／ＣＤ (Collision Detection) ⑩衝突　⑪再送信　⑫トークンパッシング　⑬トークン　⑭ＣＳＭＡ／ＣＤ　⑮トークンリング　⑯トークンパッシング　⑰ＦＤＤＩ　⑱光ファイバ

【ＯＳＩ基本参照モデル】

ネットワーク上でデータを送受信するためには、お互いの送り出し・受け入れルールを決めておかねば、信号は届いても理解不能に陥る。このためのルール・約束事が①

この代表的なモデルが②が制定したＯＳＩ参照モデル。③階層にわけ各層ごとに標準的な機能を定義している。③階層は人間に近い方から④

【各7層の説明】

アプリケーション：⑤・電子メール送信などのアプリケーションサービス

プレゼンテーション：⑥　⑦　：通信に適した形式に変換

セッション：⑧（セッション）の確率・⑨

トランスポート：正しく⑩・正しくない場合は⑪・適切な⑫への引渡し。どのアプリまで届けるか

ネットワーク：⑬を通してネットワークへのアクセス。⑭の選択や⑮の管理

　　　　　　　どのＰＣまで届けるか

データリンク：⑯を通じて複数のＰＣ・サーバーを結ぶ

物理：物理的な機器の接続　⑰の利用。

【ＬＡＮ接続機器】

· ＬＡＮカード：⑱ともいう。識別番号は⑲、製造番号と⑳から構成されるアドレス。

· ハブ：２１装置。通常のハブは２２と同じ機能。２３と同様にデータリンク層で動作するハブは２４という。

· リピータ：２５の長さを伸ばす、延長コードのイメージ

· ブリッジ：２６を識別してデータ送信の可否可能：スイッチ付延長コード

· ルーター：LANとＷＡＮ等異なるネットワークを結ぶ。一般に２７機能を持つ

· ゲートウエイ：ＯＳＩ基本参照モデルの２８層のプロトコル変換機能を持つ。例は２９

【無線LAN】 

電波や赤外線を利用する無線ＬＡＮ。３０はアクセス制御に３１を用いた無線ＬＡＮの規格。IEEE802.11b , g, aがあり、ｂ、ｇの無線周波数は３２ＧＨｚで家電と競合。    a

は３３ＧＨｚ. ｂは最大 ３４Mbpsでの伝送速度　ｇaは３５Mbps

主な接続形態としては３６モードと３７モードがあるが、３８が必要なのは３７．

アクセスポイントは無線・有線LAN間の接続にブリッジの役目。

①通信プロトコル　②ＩＳＯ　③７　④アプセと寝でぶ　⑤Ｗｅｂ閲覧　⑥暗号の複合化　⑦解凍・圧縮　⑧送信手段　⑨エラー対策　⑩送受信　⑪再送　⑫アプリ　⑬ルーター　⑭通信経路　⑮アドレス　⑯ブリッジ　⑰リピータ　⑱ネットワークインターフェイスカード　⑲ＭＡＣアドレス（ＬＡＮのシリアルナンバー）　⑳メーカ番号　２１）集線　２２）リピータ　２３ブリッジ　２４スイッチングハブ　２５伝送路　２６ＭＡＣアドレス　２７パケットフィルタリング　２８全7層　２９プロキシサーバー　３０IEEE802.11

３１CSMA/CA　３２2.4　３３5.2　３４　11　３５　54　３６アドホック　３７インフラストラクチャ　３８アクセスポイント

【インターネットの概要】

インターネットのプロトコルは①。①の②により、インターネットに接続している機器を識別する。

IPアドレスは③ビットのIPｖ４で約42億台の機器を認識するが、残り少なくなっており、現状④に移行中。④は⑤ビットでセキュリティ機能としてのAを搭載。B機能も搭載しており、装置をつなぐだけで自動的に各種設定が行われる。

IPアドレスは⑥と⑦であらわされるが分かりにくい。通常ドメイン名を使用するが、⑧を使ってIPアドレスに変換する。

IPアドレスには世界で重複しないよう⑨の組織に登録して使用する⑩とLAN内での使用等で重複可能性のある⑪がある。

インターネットに接続するコンピュータに自動的にIPアドレスを割り振るプロトコルが⑫．

IP電話は⑬というプロトコルに基づき、音声を⑭としてやり取りする電話サービス。IP電話同士は無料で距離に無関係な料金体系で海外通話に便利。

【TCP/IP　Transmission Control Protocol / Internet Protocol】

OSI基本参照モデルはISOが制定した⑮スタンダードだが、実際には⑯としてのTCP/IPプロトコルが一般的。仕様は⑰で公開されているオープンソース。

TCP/IPプロトコルは⑱階層でほぼOSIのアプセ　と　寝　デブ　と対応。

アプセ⇒⑲層

と⇒⑳層

寝⇒２１層

デブ⇒２２層

送信側では上位層（人に近いア側）から渡されたデータに２３というあて先シールのイメージを貼り付け、下位層（ネットに近いデブ側）に送る。この情報の塊りとすることを２４化という。

①TCP/IP　②IPアドレス　③32　④IPｖ６　⑤128　A IPsec B　プラグアンドプレイ　⑥ネットワークアドレス部　⑦ホストアドレス部　⑧DNS　（Domain Name System）⑨ICANN　⑩グローバルIPアドレス⑪プライベートIPアドレス　⑫DHCP（Dynamic Host Configuration Protocol）⑬VoIP　⑭パケットデータ　⑮デジュリ　⑯デファクトスタンダード　⑰RFC（Request For Comments）⑱４　⑲アプリケーション　⑳トランスポート　 21　インターネット　２２ネットワークインターフェイス　２３ヘッダ　２４カプセル化

＜ポート番号＞

ポート番号とは住所で言えばマンションの部屋番号のイメージ。マンションはPC。

IPアドレスによって送られてきたデータはマンションまでたどり着くが、どのアプリケーションにたどり着かせるかに必要な識別番号が①。そのうちよく使われる番号は②として標準的に割り当てられている。たとえば、８０は③　④はSMTP　１１０は⑤　SSLは⑥

【トランスポート層】で動作するプロトコルは⑦と⑧がある。

⑦はTCPコネクションを確立し、転送を効率的かつ正しく行うことを保証するA型プロトコル。データの⑨や誤り訂正をおこなうことで信頼性は高い・速度は⑩という特徴。

⑧は⑪単位でデータ送信するため⑫型プロトコル。⑪通信と呼ばれることもある。到着確認等はしないため、信頼性⑬・速度⑭が特徴。

【インターネット層】で使用するプロトコルは⑮・⑯

⑮はネットワーク内での最適な通信経路の選定（⑰）の方法を定義。

IPは⑱型プロトコル。信頼性を確保するための制御は⑲に任せ、自身は⑱型を採用することで機能の簡略化と高速化を実現。IPが扱う通信単位を２０という。

⑯はIPと補完関係でIPの２１や２２を転送するプロトコル。IPがコネクションレス型でパケットが確実に転送できない可能性があることからその補完が必要。

【ネットワークインターフェイス層】のプロトコルは２３・２４。

LANの規格である２３は２５方式を採用。同じく２４は２６を使用する高速LAN

【アプリケーション層】のプロトコル

・HTTP：２７　・FTP：２８　・Telnet：２９　・SNMPは３０上で動作するTCP/IPの３１プロトコルでネットワーク機器を３２する機能をもつ。

・POP：３３　・SMTP：３４

①ポート番号　②ウェルノウンポート番号　③HTTP　④２５　⑤POP　⑥４４３　⑦TCP(Transmission Control Protocol) ⑧UDP (User Datagram Protocol)　Aコネクション⑨到着確認　⑩遅い　⑪データグラム　⑫コネクションレス　⑬低いが　⑭早い　⑮IP　⑯ICMP　⑰ルーティング　⑱コネクションレス　⑲トランスポート層　２０IPパケットもしくはIPデータグラム　２１エラーメッセージ　２２制御メッセージ　２３イーサネット　２４FDDI　２５CSMA/CD　２６光ファイバー　２７Web閲覧のためWebブラウザとWebサーバー間でHyper Textを送受信するためのP　２８ファイルの転送　２９遠隔操作　３０UDP　３１ネットワーク管理　３２管理　３３メール受信　３４メール送信　　　　

【電子メール】

電子メールはもともとはASCII　７bitに限定。拡張機能である①をつけばテキストファイルに文字だけでなく、画像や音声、プログラムも送受信できる。①の更なる拡張仕様が②で③によるセキュリティ機能が盛り込まれている。

＜電子メールのプロトコル＞

④：サーバー間でメール間のやり取り・クライアントのメールの送信用プロトコル

⑤：メールの受信用プロトコル

⑥：⑤同様、受信用だが件名や発信者から受信・拒絶を決めるセキュリティ機能を持つ。

S/MIME：電子メールの⑦方式の標準。⑧方式を用いて暗号化。受信側もS/MIMEに対応している必要がある。

①MINE（Multiple Internet Mail Extensions）②S/MIME　③暗号化　④SMTP　⑤POP3

⑥IMAP　⑦暗号化　⑧公開鍵暗号

【セキュリティ対策】セキュリティの３分類①②③

アクセスコントロールとは④の制限。企業でのセキュリティ対策の根幹として⑤を策定し、これを遵守する体制構築が重要。⑤とは情報を守るための⑥

＜セキュリティ対策での第三者の使用＞

⑦：インターネットサービスプロバイダー（略⑧）や電気通信事業者が自社のサーバーの一部を提供するサービス

⑨：サーバーは自前だが、業者の施設内にサーバーを設置して保守・運用を任せる。

第三者の使用（アウトソーシング）ではなく、自社運用のほうが柔軟な対応は可能だが、費用がかかるのと専門性を持つ人材の保有が必要となる。アウトソーシングには初期投資が少ない。専門家の知識活用のメリットがあるが、⑩のデメリットもある。

＜Web関連のセキュリティ対策：アクセスコントロール＞

進入防止策

⑪：組織内（LAN）と組織外（WAN）の間に不正なアクセスを防止するために置かれる⑫や⑬．外部から送られてくるデータを⑭し、不正アクセスの検出/⑮する機能をもつ。

ファイアウォールには⑯機能（通過させてよいものを通過。だめを遮断する機能）および

⑰機能（外とのやり取りの仲介。これにより内部を⑱して保護。また⑰はアクセスした情報を保管する⑲機能をもつので、２回目以降のアクセスは高速化する。

・対外的HPなどは直接外部のアクセスを認めて多くの人に閲覧してもらうことになるため、社内ネットワーク（LAN）とはさらにファイアウォールで仕切る必要がある。イメージは　【社内⇒ファイアウォール⇒対外HP⇒ファイアウォール⇒外部インターネット】

この二つのファイアウォールに囲まれた部分を⑳という。

２１：ファイアウォールと補完関係のある不正アクセスを監視する２２システム。ファイアウォールの壁の上にある監視カメラのイメージ。ネットワークを流れるパケットを監視して不正アクセスを検出する２３型と保護したいコンピュータそれぞれにインストールする２４型がある。監視機能がワークするか、ダミーでアクセスを試すチェックを２５という。

ICANNによって割り当てられた２６IPアドレスと企業内で割り振る２７IPアドレスがあるが、インターネットに接続するには２７を２６に変換する必要があるが、この変換時につかう機能が２８と２９がある。２８だとG/IPとP/IPの対応が１：３０。　　２９だと１：３１なので同時に複数台のPCのNetへのアクセスが可能。

①識別・認証　②アクセスコントロール　③暗号化　④権限　⑤情報セキュリティポリシー　⑥規約の基準　⑦ホスティングサービス　⑧ISP　⑨ハウジングサービス（コロケーションサービス）⑩情報漏えい　⑪ファイアウォール　⑫ルーター　⑬コンピュータ　⑭監視　⑮遮断　⑯パケットフィルタリング　⑰プロキシ/代理サーバー　⑱隠蔽　⑲キャッシュ　⑳DMZ（De-Militarized Zone）２１IDS ( Intrusion Detection System)　 ２２不正進入監視　２３ネットワーク　２４ホスト　２５ペネトレーションテスト　２６グローバル　２７プライベート　２８NAT　２９IPマスカレード　３０　１　３１多

【認証】アクセスするユーザが本人か？の仕組みを①という。最も一般的なのが、ＩＤとパスワード。

＜リモートアクセス時の認証形態＞

· ②：１度しか使えないランダムな文字列（③値）を使用しての認証。ＢＥＡの新認証方　　　式。

· ④：電話回線などのリモートアクセスにおいて送信先がサーバーからの発信を求める。

· ⑤：⑥接続で使用される認証システム。

· ⑦：利便性のため。１度認証を受けるとアクセスを許可されている全ての機能が使える。

· 電子署名：⑧と⑨を確認するための認証技術。⑩暗号方式を採用。但し通常の⑩方式では鍵は公開鍵・秘密鍵ともに⑪側のものであるが、電子署名に関しては⑫側である。

· ⑬：ネット取引の際に相手と自分の身元を保証するしくみ。

· ⑭：電子取引などで公開鍵暗号に基づく電子書名の際に鍵の正当性を保証する機関

· バイオメトリクス：生態認証、精度は高いが１００％の保証はできない。

【暗号化】データを盗まれても暗号化してあれば複合化できない限り問題ない。

共通鍵暗合方式：暗号化・複合化に⑮の鍵を使用する。共通鍵の代表例が⑯・⑰。

ＤＥＳは⑱社が開発、⑰は⑲社が開発、ＤＥＳよりも高速。

公開鍵暗号方式：暗合鍵と複合鍵が⑳．代表例は２１（公開鍵のデファクトスタンダード）．

公開鍵・秘密鍵ともに２２のものであり、送信者が使用する２３鍵は受信者の用意したものを選ぶだけである。この点２４とは鍵の所有者が逆なので注意が必要。

２５：２６社が開発した共通鍵・公開鍵・デジタル認証・２７関数などのセキュリティ技術を組み合わせたプロトコルでネットに流れるプライバシー情報等を暗号化、安全に送受信させる技術。これを使うＨＰのＵＲＬの表示はhttp://ではなく２８となる。

①ユーザ認証　②ワンタイムパスワード　③チャレンジ　④コールバック　⑤RADIUS (Remote Authentication Dial In User Service) ⑥ダイヤルアップ　⑦シングルサインオン

⑧相手の正当性　⑨情報改ざんの有無　⑩公開鍵　⑪受信者　⑫送信者　⑬電子認証　⑭　Certificate Authority　⑮同一　⑯ＤＥＳ　⑰ＦＥＡＬ　⑱ＩＢＭ　⑲ＮＴＴ　⑳異なる

２１ＲＳＡ　２２受信者　２３公開　２４電子署名　２５ＳＳＬ Secure Socket Layer　２６Ｎｅｔｓｃａｐｅ ２７ハッシュ　２８https://となる。

＜無線LANのセキュリティ対策＞

有線よりも侵入しやすい。無線LANのアクセスコントロール機能には①・②があり

暗号化機能として③・④がある。

①：⑤を識別するためのＩＤ。無線LAN端末とアクセスポイントが同じＳＳＩＤなら接続可能とする。ＳＳＩＤに⑥や空白を設定すると⑦になる。対策としては⑧側に⑥や空白のＳＳＩＤを受け入れない設定。ＳＳＩＤは単にログインＩＤ的な機能であり、セキュリティとしては弱い。

②：各ＬＡＮカードに固有の⑨に着目し、許可された⑨を持つ端末以外接続させない。②は⑩防止には高価があるが、⑪防止には効果がない。

③：有線と同様のPrivacyが名前の由来。無線LAN規格である⑫で規格化されている⑬方式。無線電波を盗聴されても、暗合が解読できないと判読できない。端末と⑭の両方に⑮方式の暗号化鍵（⑯キー）を設定。

④：WEPの発展版であり、無線LANの推進・相互運用性を保証するための業界団体⑰がセキュリティの強化を目的として規格。ＷＥＰの代わりに⑱という暗号化規格を採用。鍵を一定時間ごとに自動変更する機能がある。

①ＳＳＩＤ　②ＭＡＣアドレスフィルタリング　③ＷＥＰ　④ＷＰＡ　⑤アクセスポイント　⑥ＡＮＹ　⑦どのアクセスポイントにも接続可能　⑧アクセスポイント　⑨ＭＡＣアドレス　⑩侵入　⑪盗聴　⑫IEEE802.11　⑬暗号化　⑭アクセスポイント　⑮共通鍵　⑯ＷＥＰ（Wired Equivalent Privacy）⑰Wi-Fi Alliance　⑱ＴＫＩＰ

第４回

システム全般

システム処理

いつ処理するかで①と②．②の方が高い信頼性。①の方がコスト安

どこで処理するかで③と④．どちらも中央処理として⑤を使うが、④の方が複数のコンピュータでも処理をできるため⑤は小さくて済む。（⑥）④の代表例として⑦

【クライアントサーバーシステム】

ＣＣＳは⑧の１形態であり、⑨と⑩に分けることができる。

⑪層アーキテクチャ

· ⑫の処理能力に大きく依存するため、膨大なコスト

· サーバーの変更は即クライアント（多数）の変更で⑬作業負担が大。

３層アーキテクチャ

３層とは⑭（３つ）・利点を２つ⑮

【システムの評価】

⑯：システムによってなされる仕事量

⑰：入力完了から出力始めまでの時間

⑱：入力開始から出力完了までの時間

⑲：実行速度により処理能力を評価する指標。　科学技術用の２０と事務処理用の２１．

【信頼性評価】

ＲＡＳＩＳとは２２　Ｒの指標は２３　Ａの指標は２４　Ｓの指標２５　ＩＳの指標は26

【稼働率計算】

直列は単純に稼働率の掛け算。並列は条件による。１－稼働率＝２７。稼動できているものを合計するか、不稼動のものを合計して１からひくか。

①バッチ処理　②ＯＬＴＰ　③中央処理　④分散処理　⑤ホストコンピュータ・メインフレーム・汎用コンピュータ　⑥　ダウンサイジング　⑦クライアントサーバーシステムＣＳＳ　⑧分散処理　⑨２層アーキテクチャ　⑩３層アーキテクチャ　⑪　２　⑫クライアント　⑬保守　⑭　プレゼンテーション・ファンクション・データベース　⑮開発生産性が向上・保守性が向上　⑯スループット　⑰レスポンスタイム　⑱ターンアラウンド　⑲インストラクションミックス　⑳　ギブソンミックス　２１コマーシャルミックス　２２ Reliability/Availability/Serviceability/Integrity/Security ２３ＭＴＢＦ故障のない時間　２４稼働率　　（ＭＴＢＦ）÷（ＭＴＢＦ＋ＭＴＴＲ）２５ＭＴＴＲ修理にかかる時間　　　２６なし　２７不稼働率

【故障・障害】

1 故障や障害に耐えるシステムを設計しようというアプローチ全般

②：システムを安全な方向に作動させること。不安定なのでセーフモードで通常モードから遮断する。電車の踏み切りを閉めっぱなしにする。（事故は起こらない）

③：システムを停止させずに能力が低下するが、障害箇所を切り離して稼動。飛行機が穴のあいたエンジンを捨てて飛行継続

④：入力ミスをしてもカバーするシステムを作る。　保存しますか？はい・いいえ

故障は初期に多く次第に安定し、寿命とともにまた多くなるこの発生率を表したグラフは⑤．それぞれ⑥故障期間　⑦故障期間・⑧故障期間

【障害対策】

停電時：⑨：⑩に必要な時間だけの電力供給

ハードディスク障害：⑪　一つのインターフェイスカードに⑫



　　⑬　⑭のインターフェイスカードに2つのハードディスク



　　⑮複数のハードディスクはＡに動作させることで高速化を図ると

共に障害時の復旧に備える技術　⑯種類で0から⑰まで

⑱：複数のハードディスクに分散して記録すること⇒高速化

複数のハードディスクに同じものを記録すれば⇒⑲の記録による障害対策となる。

ＲＡＩＤ０は⑳　ＲＡＩＤ１は２１・２２が該当する。

【システムそのものの二重化】

２３：メインとサブに分ける正常時は２４系でオンライン　２５系でバッチ等メインサブの役割分担を実行しているが、メイン障害時にはサブに切り替えて処理を続行。

２６：そもそも２台で同じ処理をおこない、結果を２７する。不一致では障害が発生したシステムを２８．

２９：複数のサーバーがあたかも一台のように動作

【スタンドバイの方式】

３０：現用系の障害時に待機系を３１し、処理を引き継ぐ。立ち上げ時間必要。

３２：待機系は常に待機。即時に引き継ぐ。立ち上げ時間不要。

①フォールトレランス　②フェールセイフ　③フェイルソフト　④フールプルーフ　⑤バスタブ曲線　⑥初期　⑦偶発　⑧磨耗　⑨ＵＰＳ　⑩システムの正常な終了　⑪ミラーリング　⑫二つのハードディスク　⑬デュプレクシング　⑭２つ　⑮ＲＡＩＤ　Ａ並列　⑯６　⑰５　⑱　ストライピング　⑲冗長情報　⑳ストライピング　２１ミラーリング　２２デュプレクシング　２３デュプレクスシステム　２４現用　２５待機　２６デュアルシステム　２７照合　２８切り離す　２９クラスタリング　３０コールドスタンバイシステム　３１中断　３２ホットスタンバイシステム

【リスク分析】

リスクコントロールとは損失を①するための手法。リスクファイナンスとは②

リスク評価額は③ｘ④

リスク⑤とはリスク発生そのものを排除。ウイルス対策のためパソコンは捨てる。

損失予防とは⑥を低下させること

損失⑦とは⑧を低下させること。

リスク分離とは⑨

リスク⑩とは自前でリスクを負担すること。

リスク⑪とは⑫

①最小化　②資金手当て　③損失予想額　④事故発生確率　⑤回避　⑥頻度・事故発生確率　⑦軽減　⑧予想損失額　⑨資源を分散し、損失規模を軽減する。システムセンターを２箇所。　⑩保有　⑪移転　⑫保険

ソフトウエア開発

【開発手順】５段階を言え①

５段階よりも前に必要なこと実行可能性評価の作業を②という。

【開発モデル】

③モデル：後戻りしない。管理が簡単。融通利かない

④モデル：試作品を作って⑤が評価、試行錯誤を繰り返すのでユーザの⑥を得られる

⑦モデル：中核となる⑧を作って肉づけ。　⑨を適用。管理はややこし。

⑩：開発期間を短縮化。プロトタイピング等を使って⑪を含む少人数のチーム。無駄なOver Timeがでないように⑫を設定。

【開発アプローチ】

ＰＯＡ：⑬に着目

ＤＯＡ：⑭に着目

ＯＯＡ：ＰＯＡとＤＯＡを併せ持ち、データと手続きを⑮する。

　　ＯＯＡでよく使う概念

⑯：データと手続き（メソッド）をオブジェクトとして一体化。オブジェクト外部から直接⑰を触れない。手続きと一緒にデータ更新。ＡＴＭの振込み手続き（データは口座情報）

⑱：上位⑲のデータをそのまま下位が適用できる。

⑳：ＯＯＡでは手続きに対してメッセージを送るので同じ印刷命令でオブジェクトにより振込先なのか残高照合なのかで印刷結果が異なる。

【アジャイル開発プロセス】

４つの価値２１・２２・２３・２４をそれぞれ重視。形式よりも本質ということ。

アジャイル開発プロセスの代表例は２５

単純さ・２６・２７・勇気に価値を置く手法。

· チーム全体が１箇所で仕事をし、一体化するこのチームには２８を含む

· ２９：二人一組で共同作業を行い、相互にレビューしあう。

· ３０標準：言葉遣いを一致させる。大人数での分散作業なので、１２３と①②③が混在しないようにする。

①基本計画・ソフトウエア設計・プログラミング・テスト・運用保守　②ＦＳ　③ウォーターフォール　④プロトタイプ　⑤ユーザ　⑥満足　⑦スパイラル　⑧サブシステム　⑨プロトタイピング　⑩ＲＡＤ　⑪エンドユーザ　⑫タイムボックス　⑬プロセス　⑭データ　⑮一体化　⑯カプセル化　⑰データ　⑱インヘリタンス　⑲クラス　⑳ポリモルフィズム　２１人同士の相互作用　２２動作するソフトウエア　２３顧客　２４変化対応　　２５ＸＰ　２６コミュニケーション　２７フィードバック　２８顧客　２９ペアプログラミング　３０コーディング

第５回

【モデリング技法】

ソフトウエア開発ではプロセスやデータを①化（モデリング）するのが一般的。

ＤＦＤ（②）：③を示す図式化技法。④的情報は表現できない。

Ｅ－Ｒモデル（⑤）：⑥と⑦の観点から分析する。Ｅｎｔｉｔｙには⑧を含む。

Entityの中の属性は⑨という。

ＵＭＬ（⑩）：⑪志向のソフトウエア開発におけるプログラム設計図の⑫．⑬が認定。

ＵＭＬは大きく⑭図・⑮図　⑯図に分類。

「クラスのオトコユースケがアスタイコを配る」を図で言え。⑰

クラス図は⑱のイメージ。ユースケースはシステムを動かす⑲とシステムが提供するサービス等の⑳の相互作業の振る舞いを表現。シーケンスは２１で記述。

ＵＭＬそのものは単なる２２でありウォーターフォールなどの２３ではない。

【プログラム設計】

プログラムの２４を設計する。実際のプログラム単位である２５の設計を行う。

設計にあたってはプログラムを２５まで分割し、処理の流れ・つながり（２６）を決めるが、分割方法には

データの流れに着目する２７分割・２８分割・２９分割があり、

データの３０に着目する方法としては３１法・３２法がある。

・モジュールの分割基準としては強度を３３、結合度を３４するのが基本。

モジュールの強度を強くするとは３５、結合度を弱くするとは３６

これにより複雑でなくわかりやすく後で３７しやすいプログラムを作れる。

①図式化　②Data Flow Diagram ③データの流れ　④時間　⑤Entity-Relationship　⑥実体（Entity）⑦関係（Relationship）⑧無形の概念　⑨アトリビュート　⑩Unified Modeling Language)　⑪オブジェクト　⑫統一表記法　⑬OMG (Object Management Group)　⑭構造　⑮振る舞い　⑯実装　⑰クラス・オブジェクト・コンポジットストラクチャ・ユースケース・シーケンス・アクティビティ・ステートマシーン・タイミング・インタラクションオーバービュー・コンポーネント・配置　⑱　インヘリタンス　⑲アクター　⑳Use　case　２１時系列　２２表記法　２３開発手法　２４内部構造　２５モジュール　２６インターフェイス　２７ＳＴＳ　２８ＴＲ　２９共通機能　３０構造　３１ジャクソン　３２ワーニエ　３３強く　３４弱く　３５一つの機能だけにすること　３６他のモジュールとの関係を少なくする　３７修正

【テストケースの設計】

・ホワイトボックステスト：①に着目してテスト内容を決める

・ブラックボックステスト：どのような②をするとどのような③が得られるのか、中身はブラックボックスとして関知しないテストのやり方。

· 単体テスト：④ごとのテスト

· 結合テスト：モジュールを結合させて行うテスト

1） トップダウンテスト：上位モジュールに下位を繋げる。下位で出来ていない部分には⑤を利用して、⑥がきちんと返ってくるかの導通テストのみを行う。

2） ボトムアップテスト：下位モジュールに上位をつなぐ。上位がまだなら⑦を使う。

· ⑧テスト：納品前の総合検証

· ⑨テスト：検収時に行うテストで⑩部門が主体となって実行。検品のイメージ

· ⑪テスト：システムを運用しながら⑫部門が行う。試用期間のイメージ。

· れぐれっションテスト（⑬テスト）：修正が他の正常機能に影響を与えないことを検証

⑭曲線もしくは⑮曲線：テスト実施機関と発生エラー累積数のグラフ　⑯字なら順調。

【レビュー】

· ⑰：一般的なれびゅー

· ⑱：⑰との違いは⑲が存在して監査する。

· ⑳：レビュー責任者を持ち回りとし、全体の作業付加を均一化する。メンバーはそれなりじゃないと回らない。

【ＣＡＳＥツール】ソフトウエアプログラム開発におけるＣＡＥ

アッパーＣＡＳＥ：２１から２２の上流工程

ロワーＣＡＳＥ：２３以降のぷて運の下流工程

統合ＣＡＳＥ：全部まとめて。

ＣＡＳＥのメリットは２４管理。ＣＡＳＥが管理するデータを一元的にまとめたＤＢを２５という。

【ソフトウエアの再生】

買ってきたソフトのプログラムを勝手に修正・追加しちゃう技法を２６．売っちゃうと著作権問題。

①内部構造（中身）　②入力　③結果（出力）　④モジュール　⑤スタブ　⑥レスポンス　⑦ドライバ　⑧システム（総合）　⑨承認（検収）　⑩ユーザ　⑪運用（導入）　⑫ユーザ　⑬退行　⑭信頼度成長　⑮ゴンペルツ　⑯Ｓ　⑰ウォークスルー　⑱いんすぺくション　⑲レビュー開催責任者モデレータ　⑳ラウンドロビン　２１基本計画　２２外部設計　２３内部設計　２４一元　２５リポジトリ　データ貯蔵庫のイメージ　２６リバースエンジニアリング

【Ｗｅｂアプリケーション】インターネットで実行させるアプリ。

①②③の３層アーキテクチャ

ダウンロードして手元のＰＣで動作させるアプリを④　例　⑤

アクセスしたサーバで動作させるアプリを⑥という。

Webサービス

⑦形式の文書を使って相互にアプリケーションを呼び出したり、送受信する。

Webサーバ間の Webアプリケーションの相互連携サービス。

Amazon.comは本を売るが、決済・配送は別のWebサービスと提携。

Webサービスの３大用語

⑧：Webサービスの連携に必要な⑨ドキュメント交換のためのプロトコル。

⑨：Ｗｅｂサービス業者を探すための電話帳・タウンページ。

⑩：Ｗｅｂサービスを記述するための言語

Webサービスを駆使してシステムの塊りをサービスの概念で構築する手法を⑪、日本語では⑫という。

【Ｗｅｂで利用される技術】

Ａ：Web　サーバと外部アプリケーションの⑬．外部プログラムを実行して結果をクライアントに返す仕組み。言語としてはＢが一般的に利用されている。具体例は⑭、⑮

⑯：サイトの⑰が⑱のＰＣにデータを書き込んで⑲で保存してしまう機能。

①データベース②Ｗｅｂサーバ③クライアント　④クライアントサイドアプリケーション　⑤ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ　⑥サーバサイドアプリケーション　⑦ＸＭＬ　⑧SOAP ⑨UDDI　⑩ＷＳＤＬ Web Service Description Language　⑪ＳＯＡ Service Oriented Architecture ⑫サービス志向アーキテクチャ　Ａ：ＣＧＩ Common Gateway Interface　⑬インターフェイス　Ｂ　Ｐｅｒｌ　⑭アクセスカウンター　⑮電子掲示板　⑯Cookie　⑰提供者　⑱訪問者　⑲テキストファイル

【パッケージソフト】安い・早い・安心

留意点：①

【ＥＲＰ】

代表例であるＥＲＰパッケージとは企業内の経営資源を②的にリアルタイムで管理する。

③を志向し企業全体の観点から業務のあるべき姿を実現する。

また、既に成功している一流企業のプロセスを元に作成されているため、④と言え、成功企業のノウハウを詰まっている。また、会計基準・法制度変更の対応は⑤が行うため⑥の負担が少ない。

ＥＲＰ導入の最大のポイントは⑦。導入前に⑧分析が必要。

【ＥＡＩ（⑨）】

散在している異種システムを⑩するための⑪．ＦｏｃｕｓとＳＡＰの異システムでの連結決算を可能にする。

①できるだけそのままで利用する。　②一元　③全体最適　④ベストプラクティス　⑤ベンダ　⑥保守　⑦パッケージに合わせて業務を変更する。⑧Ｆｉｔ　＆　Ｇａｐ　⑨ Enterprise Application Integration ⑩統合　⑪ミドルウエア

開発管理・プロジェクト管理

①：アメリカのプロジェクトマネジメント協会②が提唱するプロジェクトマネジメントのためのフレームワーク。　③のベースにもなっている。ＢＯＫは④の略。⑤つの知識領域もしくは⑥を別扱いにした⑦つの知識領域から構成。主要な５つをあげろ⑧

【プロジェクト計画】

⑨：作業計画立案技法。目標達成に必要な作業項目を上から下に階層構造で表現。

⑩：日程計画立案技法。縦軸に作業項目、横軸に日付をとり棒状もしくは線で示す。

【ソフトウエア開発予算見積もり技法】

⑪：⑫・⑬・⑭の⑮性に影響を与える要因を明らかにし⑯によって工数・期間を算定。

⑰：ライン数を予算段階で示すのは困難なので、⑱に基づいて難しさで重みを加えて合計の費用を算出。判り安いのでユーザの⑲を得やすい。

ＥＶＭＳ（⑳）とは作業実績を金銭表現したもの。２１によって規格化。

最終的なコストの見積もりＥＡＣの算式は２２

CPI（２３）＝２４　ＣＰＩが１より大きければ計画よりも２５

【ベンダのきちんとしている度のモデル】

２６：カーネギーメロンが開発した手法。

２７：２８段階のレベルに別れている。初版定款差異とは２９

①ＰＭＢＯＫ　②ＰＭＩ　③ＩＳＯ１０００６ ④Body of Knowledge知識体系　⑤９　⑥統合マネジメント　⑦８　⑧統合・スコープ・タイム・コスト・クオリティ/マネジメント　⑨ＷＢＳ Work Breakdown Structure　作業分割図　⑩ガントチャート　⑪ＣＯＣＯＭＯConstructive Cost Model ⑫規模＜プログラムのライン（行）数＞　⑬開発モード＜難しさ⑭努力係数＜作り手のスキル＞　⑮生産　⑯モデル式　⑰ファンクションポイント　⑱機能　⑲納得・理解　⑳Earned Value Management System 21 Ansi　

２２ＥＡＣ＝Actual Cost +(Budget at Completion－Earned Value ) x (Actual Cost / EV)

２３Cost Performance Index 24 EV/AC 25安い（超過達成）２６ＣＭＭ　２７ＣＭＭＩ

２8　５　２９初期・反復・定義・管理・最適化　初版定款差異

プログラム言語

アルゴリズムとは①。

言語プロセッサとはプログラムを②に翻訳するソフト。翻訳前の人間が書いたプログラムを③、翻訳後を④という。

代表３つは⑤　⑥　⑦

⑥は⑧で遅く代表言語は⑨⑩、⑦は⑪変換で早く代表は⑫⑬⑭

Fortran：⑮計算　手

Cobol：⑯計算　手

C言語：⑰が標準化。⑱はＣ言語で記述　手

Basic：⑲言語　手

C++：⑳志向の概念　非手

Java：２１が高い　非手

Perl：２２に使用される２３言語　ス

JavaScript：Webページに２４を付加　ス

HTML：ホームページ記述用言語　マ

XML：ＨＴＭＬより強力な２５機能。ユーザ独自の２６が定義できる２７言語　マ

手続き型：順番に記述　非手続き型：順番じゃなくてＯＫ　スクリプト型：２８言語　マークアップ型：２９で囲うことで構造を意味。

【ＪＡＶＡ】

ＯＳやハードウエアに依存せず汎用性高い。自分の動作環境（３０、日本語も）も一緒に連れて行くからどこでも動ける。

· ＪＡＶＡアプレット：３１で実行するプログラム

· ＪＡＶＡ３２：サーバで実行するプログラム

【マークアップ型言語】

・３３：ＩＳＯが制定。ＨＴＭＬやＸＭＬの素。３４を使用

· ＨＴＭＬ：Webページを記述するための言語。やはり３４を使用。

· ＣＳＳ（３５）：ＨＴＭＬは構造定義のみなのでＣＳＳを利用して３６する。

①一連の手続きの塊り　②機械語　③原始（ソース）プログラム　④目的（オブジェクト）プログラム　⑤アセンブラ　命令と機械語＝１：１⑥インタプリタ　⑦コンパイラ　⑧一行毎変換　⑨Basic ⑩Ｐｅｒｌ　⑪一括　⑫Fortran ⑬Cobol ⑭C言語　⑮科学技術　⑯事務処理　⑰ＡＮＳＩ　⑱ＵＮＩＸ　⑲インタプリタ　⑳オブジェクト　２１汎用性　　２２ＣＧＩ　２３インタプリタ　２４動き　２５リンク　２６タブ　２７メタ　２８簡易プログラム　２９タブ　３０ＪＶＭ Java Virtual Machine ＪＡＶＡ仮想マシン

３１Ｗｅｂブラウザ　３２Ｗｅｂさーば　３３ＳＧＭＬ Standard Generalized Markup Language　３４タブ３５Cascading Style Sheet格好いいスタイル設定３６見栄えをよく

①：ユーザが独自の②を定義できる③言語。ＵＲＬリンクを④に指定できるようにした⑤機能やリンクの意味を定義できるなどリンク機能が拡張されている。

電子商取引に使われるものをとくに⑥という。

⑦：⑧形式で３次元グラフィクスを記述する。⑨形式のリンクを埋め込むこともできる。

①ＸＭＬ　②タブ　③メタ　④双方向　⑤マルチリンク　⑥ebXML　⑦ＶＲＭＬ　Virtual Reality Modeling Language　⑧テキスト　⑨ハイパーテキスト

第6回

経営情報管理

経営情報システムの変遷　

1 1950ｓ⇒②60ｓ⇒③７0ｓ⇒④8～90ｓ

情報システムは　データ⇒情報⇒知識⇒知恵と進化する。ネーミングにDataとあったらまず古いと考えられる。ＭＩＳは膨大なデータを渡すだけ、ミスでした。ＤＳＳは意思決定をサポートするが決定者はあくまで人。意思決定まで自動化しようとするのが⑤。ＳＩＳ以前のシステム化の基本は⑥、ＳＩＳで初めて⑦に貢献することが意識された。90年代後半以降は⑧という概念の元ＤＳＳの概念を誰もが使えるように本格実現する仕組みが登場。

用語⑨：コンピュータシステムの導入・維持・管理などにかかる⑩の合計。最大の要因は

⑪．これはＩＴ管理者の給料じゃない。多数の営業マンやＩＴ以外の人間がパソコンダウンで働けない時間やＰＣ研修で儲かる仕事のできないことに対する人件費。

【内部統制】

フレームワークは⑫。

⑬内部統制に必要なＩＴガバナンス目標を示した成熟度評価。⑭が制定

【アウトソーシング】

ＢＰＯ（⑮）：⑯以外の業務を大幅に外部委託。目的は⑰と⑱

ＡＳＰ（⑲）：ネットを通じてアプリケーションを提供するサービスもしくは業者

一般のアウトソーシングは業務委託料だがＡＳＰは⑳

【電子商取引ＥＣ】

中小企業庁・経産省が推進している中小企業用のＥＤＩアプリケーションを２１という。

大企業ならフルセットが必要だが、中小ならサブセットで十分。２２と２３の二つのシステムパターンあり。２４が介在することも特徴。

1 EDPS Elec. Data Processing System ②MIS Management Information System 

DSS Decision Support System ④SIS Strategic Info System ⑤ＥＳ　Expert system　⑥合理化　⑦　売上増　⑧　ＢＩ　Business Intelligence ⑨　ＴＣＯ Total Cost of Ownership ⑩費用⑪　ユーザの人件費。⑫　ＣＯＳＯ　⑬ＣＯＢＩＴ⑭ＩＳＡＣＡ⑮　Business Process Outsourcing ⑯コアビジネス　⑰経営資源の集中　⑱コスト削減　⑲　Application Service Provider 　One to Many型　⑳サービスの利用料　２１流通ＸＭＬ－ＥＤＩサブセット　２２システムパターンWeb型　２３ システムパターンMail型　　２４ＡＳＰ

【ウイルス対策基準】

ウイルスは①②③機能のどれかひとつでも該当することで定義づけられる。

【適合性評価制度】

ＩＳＭＳ（④）、クライアント側が自己のセキュリティ確保のための仕組み。

主要なコンセプトとして⑤⑥⑦　ＩＳＯはＡ

ＩＴＳＭＳ（⑧）ＩＴを提供するベンダ側評価基準　ＩＳＯは⑨

ＩＳＭＳ　ＩＴＳＭＳは⑩としての国際規格だがＩＳＯ⑪は製品ごとの国際規格

ＩＴＩＬ（アイティル）とは⑫。　ノウハウが集約。⑬ではない事例集。体系的には⑭・⑮の２体系で構成されている。

【契約関係】

ＳＬＡ（⑯）：ＩＴサービス契約の際の⑰と⑱の双方による合意文書。⑲が特徴。

ＳＬＭ（⑳）：ＳＬＡを達成・維持・２１してゆくこと。達成が大事なので、必ずしも２２を優先してはだめ。

【２３】システム発注側と受注側での共通語を提供

【２４】経済産業省がまとめたネット経由でアプリ機能を提供するサービスのガイド

　２５の進化系と役所は言う。２６と呼ばれる技術を応用。ＳＡＰのデータ管理は２７．

２６は２７より低価格・短期間での導入を可能にする。∵２８

【法律】

不正アクセス禁止法のポイント２つ：２９

①自己伝染　②潜伏　③発病　④ Info Sec Manage Sys イズムズ　⑤機密　⑥完全　　⑦可用　機密完全かよー？　Ａ　2700１　⑧IT Service Manage Sys ＩＴします　⑨20000　⑩組織　⑪15408　⑫ベストプラクティス集　⑬国際規格　⑭サービスサポート⑮サービスデリバリ　⑯Service Level Agreement ⑰サービス提供者　⑱委託者　⑲双方にメリットがある。⑳Service Level Management　２１改善　２２ペナルティ　２３共通フレーム２００７　２４Ｓａａｓ向けＳＬＡガイドライン２５ＡＳＰ　２６マルチテナント　２７シングルテナント　２８パッケージできてるから

２９被害の有無を問わない・アクセス制御機能の設定が前提条件（不正があったことを証明できる）

【統計解析用語】

用語　平均＝アベレージ　中央値①　最頻値②　四分位範囲とは③

自由度　以下の表の自由度は？④
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【検定】

知りたいことを仮説する：⑤　

知りたいことの逆を仮定する（反証できれば正）：⑥

答えが異なることだけを検定する：⑦　

どちらがでかいということも含めて検定する：⑧

【平均をつかう検定】

変数が二つ：⑨

変数が二つ以上（試験としては３つ以上）：⑩

【平均じゃない検定】

分割表（⑪）を活用して2つの⑫の独立性を調べる：⑬検定

母集団が正規分布になっているかを調べる、母集団の数は⑭：⑮検定

【二通りの答えの確率を探す】：⑯検定

【回帰分析】

一つの要因から一つの結果を出す。要因も結果も⑰：⑱

複数の要因から一つの結果を出す。要因も結果も⑲：⑳

【２１分析】すでにあるものを合わせる２３された新たな変数を求める。抽出された指標を２４もしくは２５という。

【２６分析】背後にある因果関係をまとめる。

【２７分析】結果が１か０もしくはＹｅｓかＮＯを選択する時に使う。

【数量化理論】

Ⅰ類は説明変数（要因）が２８、目的変数（結果）が２９

Ⅱ類は説明変数（要因）も目的変数（結果）も３０

①メジアン　②モード　③上下２５％をカット　④6　データは３ｘ４なので自由度は　（３－１）ｘ（４－１）⑤対立仮説　⑥帰無仮説　⑦両側検定　⑧片側検定　⑨ｔ検定　　⑩分散分析　⑪クロス集計表　⑫母集団　⑬χ（カイ）二乗検定　⑭無制限　⑮ｆ検定　⑯二項　⑰数字　⑱単回帰分析　⑲　数字　⑳重回帰分析　２１主成分　２３合成　２４主成分　２５合成変量　２６因子　２７判別　２８属性　２９数字　３０属性
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